
　

は
じ
め
に

前
々
号
・
前
号
で
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
郷
里
部
（
以
下
、
和
名
抄
と
称
す
）
に
み

え
る
古
代
の
宗
像
郡
の
郷
名
お
よ
び
駅
名
に
対
し
て
さ
さ
や
か
な
考
証
を
行
っ
た
。
す

な
わ
ち
、「
小
荒
・
大
荒
」
両
郷
は
「
小
嶋
」
郷
お
よ
び
「
大
嶋
」
郷
の
誤
り
で
あ
り

（
前
々
号
）、「
津
九
」
郷
は
「
津
丸
」
郷
で
、『
延
喜
式
』（
巻
二
十
八
、
兵
部
省
、
諸

国
駅
伝
馬
条
。
以
下
延
喜
式
と
称
す
）
や
高
山
寺
本
『
和
名
類
聚
抄
』
の
駅
名
一
覧

（
以
下
高
本
和
名
抄
と
称
す
）
に
載
る
駅
名
も
「
津
丸
」
駅
で
あ
る
（
前
号
）
と
考
え
た
。

特
に
津
丸
郷
・
津
丸
駅
は
現
在
の
福
津
市
津
丸
を
遺
称
地
と
し
、
古
代
官
道
や
駅
家

の
想
定
地
の
問
題
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
号
で
は
『
万
葉
集
』
に
み
え
る
名

児
山
と
古
代
官
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
号
に
お
い

て
は
、
宗
像
郡
内
と
さ
れ
る
名
児
山
の
比
定
地
に
つ
い
て
、
従
来
の
説
に
対
す
る
疑
問

と
新
た
な
説
を
示
し
、
あ
わ
せ
て
古
代
宗
像
郡
に
含
ま
れ
た
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
整

理
し
た
い
。

和
名
抄
が
宗
像
郡
と
し
て
挙
げ
る
郷
名
を
左
に
再
々
掲
し
て
お
く
（
傍
線
を
付
し
た

も
の
は
、
今
に
至
る
ま
で
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
）。

秋
（
安あ

支き

）　

山
田
（
也や

万ま

多た

）　

怡
土
（
伊い

度と

）

荒
自
（
安あ

良ら

之し

・
阿
良
之
）　

野
坂
（
乃の

佐さ

加か

）　

荒
木
（
安あ

良ら

木き

）

海
部
（
阿あ

末ま

・
安
万
）　

席
内
（
无む

之し

呂ろ

宇う

治ち

・
牟
之
路
宇
知
）

深
田
（
布ふ

加か

多た

）　

蓑
生
（
美み

乃の

布ふ

）　

辛
家　

小
荒
〔
島
カ
〕
　

大
荒
〔
島
カ
〕
　

津
九
〔
丸
カ
〕

一
．
名
児
山
と
古
代
宗
像
郡
の
範
囲

（
一
）
問
題
の
所
在

『
万
葉
集
』
巻
六
（
九
六
三
番
）
に
は
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
十
一
月
に
大
宰
帥

大
伴
旅
人
の
妹
で
あ
る
大
伴
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
か
ら
京
に
「
上
道
」
し
て
帰
る
際
、

「
筑
前
国
宗
形
郡
」
の
「
名
児
山
」
と
い
う
名
の
山
を
越
え
る
時
に
詠
ん
だ
歌
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。

大お
お

汝な
む
ぢ　

少す
く

彦な
ひ

名こ
な

の
神
こ
そ
は　

名
付
け
そ
め
け
め　

名
の
み
を　

名な

児ご

山や
ま

と
負
ひ

て　

我
が
恋
の　

千
重
の
一
重
も　

慰0

め
な
く
に

近
世
以
来
、
こ
の
「
名
児
山
」
は
宗
像
大
社
辺
津
宮
（
宗
像
市
田
島
）
の
西
、
津
屋

崎
側
（
福
津
市
勝
浦
）
と
の
間
に
あ
る
山
を
指
す
も
の
と
さ
れ
、
勝
浦
か
ら
こ
の
山
を

越
え
、田
島
か
ら
垂
水
峠
を
経
て
芦
屋
方
面
に
抜
け
る
道
が
古
代
官
道
（
駅
路
）
の
ル
ー

ト
と
さ
れ
て
き
た
。
現
在
も
辺
津
宮
の
西
に
は
名な

児ち
ご

山や
ま

と
呼
ば
れ
る
山
が
あ
り
、
勝
浦

古
代
宗
像
郡
郷
名
駅
名
考
証
（
三
）

大
高　

広
和
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（
桂
）
区
内
に
同
名
の
小
字
も
残
っ
て
い
る（
１
）。

『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
以
下
『
続
風
土
記
』
と
称
す
）「
名な

児ご

山
」
は
、「
田
島
の
西

の
山
也
。
勝
浦
の
方
よ
り
田
島
へ
こ
す
嶺
な
り
。
田
島
の
方
の
東
の
ふ
も
と
を
名
児
浦

と
云
。
む
か
し
は
勝
浦
潟
よ
り
名
児
山
を
こ
え
、
田
島
よ
り
垂
水
越
を
し
て
、
内
浦
を

通
り
、
蘆
屋
へ
行
し
也
。
是
む
か
し
の
上
方
へ
ゆ
く
大
道
也
。」
と
し
、『
万
葉
集
』
の

歌
を
引
く
。
以
降
の
地
誌
も
概
ね
同
様
で
、
い
ず
れ
も
か
つ
て
の
交
通
路
の
存
在
を
述

べ
て
い
る（
２
）。

し
か
し
、
古
代
官
道
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
現
在
の
研
究
状
況
で
は
よ
り
陸
地
側
を

通
る
ル
ー
ト
を
想
定
す
べ
き
で
あ
り（
３
）、沿
岸
ル
ー
ト
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
津

日
」
駅
と
そ
の
遺
称
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
駅
名
を
「
津
丸
」
駅
と
す
べ

き
こ
と
を
前
号
で
論
じ
た
。
な
お
、
こ
の
沿
岸
ル
ー
ト
、
特
に
名
児
山
越
え
の
道
に
お

い
て
は
切
通
し
な
ど
の
古
代
官
道
と
し
て
の
痕
跡
は
特
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い（
４
）。

大
伴
坂
上
郎
女
が
沿
岸
部
に
存
在
し
た
駅
路
と
は
異
な
る
道
を
通
っ
て
帰
京
し
た
と

考
え
る
こ
と
は
な
お
可
能
で
あ
る
が（
５
）、
そ
も
そ
も
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
経
路
を
と
る

必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
は
津
屋
崎
側
に
も
田
島
側
に
も
大
き
な
入
海
が
広

が
っ
て
い
た
と
み
ら
れ（
６
）、
特
に
辺
津
宮
は
『
日
本
書
紀
』
に
「
海
浜（
７
）
」
と
記
さ

れ
た
よ
う
に
、
海
（
入
海
）
に
面
し
て
い
た
ら
し
い
。
辺
津
宮
へ
の
参
拝
の
た
め
津
屋

崎
の
入
海
で
船
を
降
り
名
児
山
を
越
え
た
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が（
８
）、
同
じ
よ
う
に

船
で
辺
津
宮
の
間
近
ま
で
至
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
わ
ざ
わ
ざ
手
前
で
船

を
降
り
山
を
越
え
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
歌
に
宗
像
の
神
や
神
社
が
登
場
す
る
訳
で
も

な
く
、
辺
津
宮
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
根
拠
は
名
児
山
の
存
在
の
み
で
あ
る
。

大
伴
坂
上
郎
女
の
帰
京
時
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
続
く
九
六
四
番
歌
に
「
坂
上

郎
女
の
京
に
向
ふ
海
路
に
浜
の
貝
を
見
て
作
る
歌
一
首
」
が
あ
り
、
陸
路
と
海
路
を
併

用
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
の
九
六
五
・
九
六
六
番
歌
の
題
詞
お
よ
び
左
註
か
ら

は
、大
伴
旅
人
が
翌
十
二
月
に
水
城
を
出
発
し
て
「
向
京
上
道
」
し
た
こ
と
が
分
か
り
、

ま
た
巻
三
の
四
四
六
～
四
五
〇
番
歌
か
ら
、
赴
任
の
際
と
同
様
の
ル
ー
ト
で
瀬
戸
内
海

を
海
路
に
よ
っ
て
帰
京
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る（
９
）。
た
だ
し
、
巻
十
七
の
三
八
九
〇

～
三
八
九
九
番
歌
の
題
詞（
10
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に
旅
人
の
傔
従
（
従
者
）
が
「
別

取
二
海
路
一
入
京
」
し
た
と
あ
る
。
特
に
三
八
九
一
番
歌
に
「
荒
津
」（
現
在
の
福
岡
市

中
央
区
荒
戸
付
近
）
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
博
多
湾
か
ら
海
路
を
と
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
旅
人
は
こ
れ
と
は
別
の
行
程
、
す
な
わ
ち
大
宰
府
か
ら
豊
前
辺
り
ま
で
は

陸
路
を
利
用
し
、
そ
の
後
瀬
戸
内
海
を
海
路
に
よ
っ
た
も
の
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な�

い（
11
）。
そ
し
て
名
児
山
の
歌
か
ら
一
部
陸
路
を
取
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
坂
上
郎
女

も
、
こ
れ
と
同
様
の
行
程
を
と
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か（
12
）。
そ
の
陸
路

が
西
海
道
大
宰
府
道
で
あ
る
と
言
え
る
か
否
か
が
、
名
児
山
の
位
置
の
問
題
に
か
か
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
も
う
一
つ
の
「
な
ご
や
ま
」

九
六
三
番
歌
の
題
詞
に
あ
る
通
り
、
名
児
山
は
宗
像
郡
に
所
在
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
官
道
沿
い
に
他
に
名
児
山
に
比
定
で
き
る
山
が
あ
る
か
、
古
代
宗
像
郡
の
範
囲
に

お
い
て
探
る
必
要
が
あ
る
。
詳
細
は
次
項
に
譲
る
が
、
古
代
の
宗
像
郡
は
宗
像
・
福
津

両
市
域
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
南
の
古
賀
市
域
（
旧
糟
屋
郡
古
賀
町
）
ま
で
を
含
ん
で
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る（
13
）。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
少
し
探
索
範
囲
を
広
げ
て
み

る
と
、歴
史
上
「
な
ご
や
ま
」
と
呼
ば
れ
た
山
を
も
う
一
つ
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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そ
れ
は
現
在
糟
屋
郡
新
宮
町
に
属
す
る
三
本
松
山
で
、
新
宮
町
・
久
山
町
お
よ
び
福

岡
市
東
区
（
い
ず
れ
も
旧
糟
屋
郡
域
）
に
ま
た
が
る
立
花
山
（
標
高
三
五
七
メ
ー
ト
ル
）

東
麓
に
あ
る
小
さ
な
独
立
峰
（
標
高
一
四
八
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。『
糟
屋
郡
志（
14
）
』

（
総
説
、
地
勢
気
候
、
山
岳
）
に
よ
れ
ば
、

三
本
松
山
（
海
抜
一
五
〇
米
）　

立
花
山
の
東
南
に
あ
り
、
一
名
を
名
子
山
と

云
、
山
麓
竹
原
よ
り
絶
頂
へ
八
町
草
立
険
阻
な
り
。

と
あ
り
、「
な
ご
や
ま
」
の
別
名
を
も
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
立
花
山
山
頂
か

ら
下
り
て
く
る
新
宮
町
と
久
山
町
と
の
境
界
線
は
、
三
本
松
山
の
南
を
東
西
に
通
っ
て

い
る
が
、
こ
の
境
界
に
近
接
し
て
「
名
子
山
」
の
小
字
が
久
山
町
大
字
山
田
に
残
っ
て

い
る（
15
）（
図
一
）。

そ
し
て
こ
の
「
名
子
山
」
は
、
戦
国
期
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
る
。
宗
像
大
社
に
伝
わ

る
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
の
「
宗
像
第
一
宮
御
宝
殿
置
札
」
は
、
現
在
の
辺
津
宮
本

殿
（
当
時
は
辺
津
宮
の
第
一
宮
本
殿
）
の
造
営
（
再
建
）
を
巡
る
諸
事
情
を
記
し
た
史

料
で
あ
る（
16
）
が
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
の
毛
利
勢
と
の
立
花
山
城
の
攻
防
戦

の
際
、
大
友
勢
が
「
名
子
山
」
に
陣
を
張
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
「
名
子
山
」

は
宗
像
の
田
島
・
勝
浦
間
の
山
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
三
本
松
山
の
こ
と
と
み
る
べ
き
で

あ
る（
17
）。

右
の
よ
う
に
三
本
松
山
は
確
か
に
「
な
ご
や
ま
」
の
名
を
も
つ
山
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
、
一
方
で
史
料
に
頻
出
す
る
有
名
な
山
で
あ
っ
た
と
も
言
い
難
い
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
立
地
を
見
れ
ば
坂
上
郎
女
に
よ
っ
て
名
児
山
の
歌
が
詠
ま
れ
た

理
由
は
概
ね
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
三
本
松
山
の
東
側
で
は
九
州
自
動
車
道
と
県
道
三
五
号
筑
紫
野
古
賀
線
と
が

並
走
し
て
い
る
が
、
古
代
官
道
は
そ
の
反
対
の
西
側
、
立
花
山
と
の
間
の
浅
い
谷
の
丘

陵
地
帯
を
南
北
に
通
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る（
18
）。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、

古
代
の
席
打
駅
想
定
地
は
山
の
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
に
位
置
す
る
（
図
一
）。

陸
路
西
海
道
を
通
っ
て
帰
京
し
た
坂
上
郎
女
が
目
に
す
る
山
と
し
て
は
、
格
好
の
位
置

と
言
え
る
。

ま
た
、
三
本
松
山
の
南
に
走
る
新
宮
町
と
久
山
町
と
の
境
界
線
が
い
つ
ま
で
遡
る
も

の
か
は
未
詳
だ
が
、
立
花
山
一
帯
の
丘
陵
部
は
、
こ
の
地
域
の
大
き
な
地
形
的
区
切
り

と
な
っ
て
い
る
。
近
世
に
糟
屋
郡
を
「（
黒
田
）
長
政
公
入
国
の
後
、
大
郡
な
れ
ば
と

て
、
表
裏
に
わ
か
ち
て
、
伊
野
・
香
椎
の
山
の
南
を
表
糟
屋
と
し
、
北
を
裏
糟
屋
と
称

す（
19
）
」
と
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
大
宰
府
か
ら
立
花
丘
陵
部
ま
で
が
大
宰
府
官

人
に
と
っ
て
の
日
常
生
活
圏
で
、
立
花
丘
陵
部
は
地
理
的
に
も
心
理
的
に
も
大
き
な
障

壁
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も

あ
る
（
20
）。
三
本
松
山
も

こ
の
丘
陵
部
の
一
角
を
成

す
も
の
と
言
え
よ
う
。
席

打
駅
が
宗
像
郡
に
属
す
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
三
本

松
山
は
古
代
に
お
い
て
は

宗
像
郡
内
、
少
な
く
と
も

宗
像
郡
と
糟
屋
郡
と
の
境

界
領
域
に
位
置
す
る
山
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図一　三本松山周辺（カシミール３Ｄにより作成）
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こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
大
宰
府
を
発
っ
た
大
伴
坂
上
郎
女
は
糟
屋
郡
の
官
道
を
北

上
し
、左
手
に
立
花
山
、正
面
や
や
右
手
に
「
名
児
山
」
を
望
み
な
が
ら
宗
像
郡
に
入
っ

て
き
た
こ
と
に
な
り
、「
名
児
山
」
は
ま
さ
に
宗
像
郡
へ
の
入
り
口
を
示
す
山
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
右
手
に
「
名
児
山
」
を
仰
ぎ
見
つ
つ
、
立
花
山
東
麓
の
山

間
地
帯
を
ほ
ぼ
抜
け
た
と
こ
ろ
で
席
打
駅
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
三
本
松
山
は
大
き
さ
は
小
ぶ
り
な
が
ら
、
古
代
人
が
神
を
意
識
し
た
と
さ
れ

る
笠
状
の
円
錐
形
（
カ
ン
ナ
ビ
型
）
の
形
状
を
呈
し
て
い
る
（
図
二
）。
こ
れ
は
特
に

南
北
か
ら
山
に
向
か
う
際
に
顕
著
で
あ
り
、
歌
が
詠
ま
れ
た
こ
と
や
そ
の
内
容
と
関

係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。以

上
か
ら
、『
万
葉
集
』

巻
六
、九
六
三
番
歌
の「
名

児
山
」
は
、
内
陸
部
を
通

る
駅
路
に
隣
接
し
、
宗
像

郡
の
南
端
に
位
置
し
た
三

本
松
山
に
比
定
す
べ
き
と

考
え
る
。
糟
屋
郡
を
出
て

心
理
的
に
も
大
宰
府
か
ら

遠
く
離
れ
、
左
右
を
山
に

挟
ま
れ
た
空
間
を
往
く
こ

と
な
ど
か
ら
く
る
寂
寥
感

か
ら
、
坂
上
郎
女
の
心
に

「
慰
め
て
欲
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
た
と
想
像
し
た
い
。
名
児
山
を
田
島
・

勝
浦
間
の
山
と
み
る
よ
り
も
、
状
況
と
し
て
は
遥
か
に
理
解
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、「
宗
像
第
一
宮
御
宝
殿
置
札
」
の
記
述
か
ら
は
、
宗
像
側
の
人
間
が
立
花
山

付
近
の
「
名
子
山
」
の
存
在
を
認
知
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
方
で
、
史
料
の

残
存
事
情
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
田
島
・
勝
浦
間
の
「
名
児
山
」
の
初
見
は
十

八
世
紀
初
め
の
『
続
風
土
記
』
ま
で
下
る
。「
名
子
山
」
が
元
々
宗
像
郡
で
あ
っ
た
と

い
う
認
識
が
い
つ
ま
で
存
在
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
認
識

が
失
わ
れ
た
後
に
、『
万
葉
集
』
の
歌
を
元
に
し
て
辺
津
宮
近
く
の
山
に
「
名
児
山
」

の
名
が
充
て
ら
れ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
21
）。

（
三
）
古
代
宗
像
郡
の
範
囲

右
の
よ
う
に
「
名
児
山
」
を
三
本
松
山
に
比
定
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
古
代
宗
像

郡
の
範
囲
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
三
本
松
山
は
席
打
駅
か
ら
は
南
に
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
近
接
し
、
ま
た
周
辺
の
地
形
等
に
鑑
み
て
、
宗
像
郡
（
席
内
郷（
22
））
の
領
域
内
だ
っ

た
と
み
な
し
て
問
題
な
い
。

先
述
の
通
り
、
古
代
の
宗
像
郡
の
領
域
は
、
宗
像
・
福
津
両
市
域
の
み
な
ら
ず
、
よ

り
南
の
古
賀
市
域
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
三
本
松
山
も
宗
像
郡
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
新
宮
町
域
の
一
部
ま
で
含
む
こ
と
と
な
る
。
宗
像
郡
が
現
在
の
宗
像
・
福
津
両

市
域
に
確
定
す
る
の
は
、
中
世
の
荘
園
公
領
制
や
小
領
主
の
登
場
な
ど
に
よ
っ
て
糟
屋

郡
な
ど
と
さ
れ
る
範
囲
が
拡
大
し
、
さ
ら
に
は
宗
像
大
宮
司
家
も
断
絶
し
た
近
世
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

福
津
市
の
南
隣
に
あ
る
古
賀
市
域
に
は
、
和
名
抄
の
席
内
郷
の
遺
称
地
で
あ
る
大
字

図二　現在の三本松山（南東より）
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筵
内
が
存
在
し
、
さ
ら
に
は
延
喜
式
お
よ
び
高
本
和
名
抄
に
み
え
る
席
打
駅
が
、
大
字

青
柳
の
奈
良
時
代
の
古
瓦
が
出
土
し
た
地
に
比
定
さ
れ
て
い
る（
23
）。
席
打
駅
想
定
地
の

位
置
は
、
前
後
の
駅
と
の
間
隔
か
ら
も
蓋
然
性
が
高
い
も
の
で
あ
り
、
青
柳
は
近
世
の

宿
場
町
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
席
内
郷
の
（
人
々
が
住
ん
だ
）
範
囲
は
、

現
在
の
大
字
筵
内
を
超
え
た
広
が
り
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
24
）。

永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
の
銘
を
も
つ
古
賀
市
鹿し

し

部ぶ

山
出
土
の
経
筒
に
は
「
筑
前
国

席
内
院
父
々
夫
峯
」
と
あ
り（
25
）、
当
時
鹿
部
山
が
席
内
院
に
属
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
席
内
院
は
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
の
安
楽
寺
領
注
進
状（
26
）
に
天
満
宮
領
と
し

て
「
席
内
院
重
久
名
」
が
み
え（
27
）、
郡
名
は
記
さ
な
い
な
が
ら
も
、
宗
像
郡
も
し
く

は
宗
像
神
社
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
く
様
子
が
窺
わ
れ
る（
28
）。
し
か
し
、
こ
の
経
筒

の
存
在
は
、
席
内
院
の
設
定
以
前
に
は
鹿
部
山
周
辺
の
地
（
お
よ
び
そ
の
民
）
が
宗
像

郡
席
内
郷
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う（
29
）。
な
お
、
鹿
部
山

付
近
の
花
鶴
川
河
口
部
も
か
つ
て
は
入
海
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
鹿
部
山
の
西

に
は
六
世
紀
代
の
大
型
倉
庫
跡
が
み
つ
か
っ
た
鹿
部
田
渕
遺
跡
が
存
在
す
る（
30
）。

さ
ら
に
宗
像
大
社
文
書
の
寛
喜
三
年（
一
二
三
一
）四
月
五
日
官
宣
旨（
31
）に
よ
る
と
、

古
来
よ
り
「
蘆
屋
津
」
か
ら
「
新
宮
浜
」
ま
で
の
海
岸
へ
の
寄
物
（
遭
難
船
の
積
荷
や

そ
れ
ら
か
ら
の
漂
着
物
）
は
宗
像
社
の
末
社
七
十
余
の
修
理
に
用
い
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た（
32
）。
こ
れ
も
古
代
の
宗
像
郡
や
中
世
の
宗
像
大
宮
司
家
の
勢
力
範
囲
を
考
え
る

上
で
参
考
に
で
き
よ
う
。
地
形
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
海
岸
は
東
は
遠
賀
郡
芦
屋
町
の

遠
賀
川
河
口
付
近
か
ら
、西
は
現
在
糟
屋
郡
新
宮
町
の
礒
崎
鼻
辺
り
ま
で
と
考
え
ら
れ
、

数
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
広
大
な
も
の
で
あ
る
。
遠
賀
郡
で
は
、
位
置
は
未
詳
な

が
ら
和
名
抄
に
宗
像
郷
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
新
宮
浜
は
先
述
の
鹿
部
山

の
西
方
に
当
た
り
、
礒
崎
鼻
の
す
ぐ
南
に
福
岡
市
と
の
境
が
あ
る
。「
名
児
山
」
に
比

定
し
た
三
本
松
山
が
現
在
は
新
宮
町
に
属
す
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
概
ね
新
宮
町
域

ま
で
を
古
代
宗
像
郡
の
範
囲
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
空
間
認
識
は
近
年
の
考
古
学
的
知
見
と
も
接
続
す
る
。
小
嶋
篤
氏
に
よ
れ

ば
、「
宗
像
郡
」、
遠
賀
郡
西
部
、
鞍
手
郡
西
部
、「
糟
屋
郡
北
部
」
に
は
宗
像
氏
を
中

心
と
す
る
同
一
の
墓
制
を
も
つ
集
団
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う（
33
）。
氏
の
言
う
「
宗

像
郡
」
は
宗
像
市
・
福
津
市
の
狭
義
の
宗
像
郡
で
、「
糟
屋
郡
北
部
」
と
は
ほ
ぼ
古
賀

市
お
よ
び
新
宮
町
に
あ
た
る
。

小
嶋
氏
は
さ
ら
に
、
狭
義
の
宗
像
郡
以
外
で
宗
像
型
の
石
室
が
集
中
す
る
の
は
遠
賀

郡
の
汐
入
川
流
域
と
「
糟
屋
郡
」
の
花
鶴
川
流
域
、
鞍
手
郡
の
靡な

び
き

山や
ま

南
麓
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
汐
入
川
は
現
在
の
遠
賀
郡
岡
垣
町
を
流
れ
、
宗
像
郡
と
は
山
を
隔
て
て
隣

接
す
る
位
置
に
あ
る
。
川
の
名
の
通
り
か
つ
て
入
海
が
存
在
し
た
と
想
定
さ
れ
る（
34
）。

一
方
、
花
鶴
川
流
域
と
は
先
に
み
た
よ
う
に
鹿
部
山
の
周
辺
で
あ
る
。
小
嶋
氏
も
指
摘

す
る
よ
う
に
、
港
湾
と
し
て
機
能
し
た
入
海
地
形
が
宗
像
氏
の
活
動
領
域
に
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
鞍
手
郡
の
靡
山
は
宮
若
市
（
旧
鞍
手
郡
宮
田
町
）
上か

み

有あ
る

木き

に
位
置
す
る
山
だ

が
、
そ
の
北
西
の
尾
根
に
は
宗
像
市
と
の
境
界
が
走
り
、
こ
の
辺
り
は
起
伏
の
乏
し
い

峠
を
挟
ん
で
宗
像
市
域
と
繋
が
っ
て
い
る
。
何
よ
り
興
味
深
い
の
は
、
宮
若
市
上
有
木

お
よ
び
下
有
木
は
、
和
名
抄
の
宗
像
郡
荒
木
郷
の
有
力
な
比
定
地
の
一
つ
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る（
35
）。
こ
の
地
は
中
世
の
宗
像
社
領
で
も
あ
っ
た
よ
う
で（
36
）、
こ
れ
ら
は
一

連
の
事
象
と
し
て
理
解
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
小
嶋
氏
が
指
摘
す
る
宗
像
氏
の
影
響
の
濃
い
領
域
に
対
し
て
は
、
時
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代
の
下
る
も
の
も
含
め
れ
ば
何
か
し
ら
の
対
応
す
る
文
献
的
徴
証
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
律
令
制
的
な
領
域
編
成
以
前
、
す
な
わ
ち
郡
（
評
）
成
立
以
前
の
宗
像

氏
の
勢
力
範
囲
が
そ
の
後
も
何
ら
か
の
形
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
宗
像
郡
の
範
囲
は
古
墳
時
代
の
宗
像
氏
の
勢
力
範
囲
を
反
映

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
遠
賀
郡
内
の
そ
れ
が
宗
像
郡
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
の

は
、
恐
ら
く
山
を
隔
て
て
い
る
と
い
う
地
形
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
現
在
の
福
津

市
と
古
賀
市
、
も
し
く
は
古
賀
市
と
新
宮
町
と
の
間
に
は
大
き
な
地
形
的
区
切
り
は
な

く
、
海
岸
で
は
礒
崎
鼻
、
内
陸
部
で
は
立
花
丘
陵
部
、
す
な
わ
ち
現
在
の
新
宮
町
と
福

岡
市
お
よ
び
久
山
町
と
の
境
に
ほ
ぼ
重
な
る
ラ
イ
ン
ま
で
が
古
代
宗
像
郡
の
範
囲
と

な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
現
在
は
新
宮
町
に
属
し
て
い
る
相
島
も
、
宗
像
氏
の

領
域
、
も
し
く
は
古
代
宗
像
郡
に
含
ま
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
相
島
に
は
四
世
紀
後
半

か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
積
石
塚
群
が
島
の
北
西
部
（
津
屋
崎
側
）
に
築
か
れ

て
お
り
、
宗
像
氏
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が（
37
）、
近
年
科
学
分
析
に
よ
っ
て
、

相
島
産
の
オ
パ
サ
イ
ト
玄
武
岩
が
宗
像
氏
の
首
長
墓
群
で
あ
る
福
津
市
津
屋
崎
古
墳
群

に
石
材
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た（
38
）。
古
賀
市
域
の
古
墳
と
相

島
と
の
関
係
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が（
39
）、
こ
れ
も
糟
屋
地
域
で
は
な
く
宗
像
地
域

と
の
関
係
と
捉
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
最
早
繰
り
返
さ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
宗
像
市
・
福
津
市
に
加
え
古
賀
市
と
新
宮
町
ま
で
を
含
む

範
囲
を
ほ
ぼ
古
代
宗
像
郡
と
考
え
た
い
。
さ
ら
に
は
宮
若
市
の
一
部
（
上
有
木
周
辺
）

も
こ
れ
に
含
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
近
世
に
入
り
糟
屋
郡
が
便
宜
上
表
と
裏
と
に
分

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
現
在
の
古
賀
市
・
新
宮
町
を
含
む
糟
屋
郡
は
や
は
り
一

つ
の
郡
と
し
て
は
支
配
の
上
で
都
合
の
よ
い
サ
イ
ズ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
の
地
域
の
地
形
的
区
切
り
と
な
る
の
は
、
元
々
宗
像
郡
と
の
境
で
あ
っ
た
、
三
本

松
山
も
含
む
立
花
山
一
帯
の
山
や
丘
で
あ
っ
た
。

翻
っ
て
み
る
と
、
古
代
宗
像
郡
は
和
名
抄
に
よ
れ
ば
筑
前
国
で
最
も
多
い
十
四
郷
を

擁
し
て
い
た
が
、
対
す
る
糟
屋
郡
は
九
郷（
40
）
で
、
こ
れ
は
や
は
り
宗
像
郡
、
特
に
そ

の
郡
領
氏
族
と
な
っ
た
宗
像
氏
の
繁
栄
と
、
そ
れ
に
対
す
る
国
家
か
ら
の
配
慮
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
八
世
紀
に
お
い
て
、
全
国
に
八
つ
し
か
な
い
神
郡
と
さ
れ
た

宗
像
郡
で
は
宗
像
氏
の
三
等
以
上
の
親
族
に
よ
る
郡
司
四
等
官
の
連
任
が
特
別
に
許
さ

れ
た（
41
）。
そ
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
大
領
は
宗
像
神
社
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
神
主
を
代
々
兼

任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
出
雲
国
造
と
宗
像
神
主
だ
け
が
特
別
な
扱
い
を
許
さ
れ

て
い
た
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た（
42
）。
や
は
り
宗
像
神
を
ま
つ
る
宗
像
氏
の
支
配
地
域

が
そ
の
ま
ま
宗
像
郡
（
評
）
と
し
て
設
定
さ
れ
、
宗
像
氏
は
地
方
豪
族
と
し
て
相
対
的

に
強
い
支
配
力
を
も
っ
て
い
た（
43
）と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

中
世
以
降
、
席
内
郷
な
ど
元
々
宗
像
郡
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
範
囲
が
糟
屋
郡
な
ど

の
郡
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
こ
と（
44
）
は
、
宗
像
氏
（
大
宮
司
家
）
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

る
領
域
が
宗
像
郡
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
存
在
を
逆
説
的
に
示
す
の
だ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
近
年
で
は
近
世
以
降
の
宗
像
郡
が
宗
像
地
域
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

一
般
の
み
な
ら
ず
研
究
者
間
に
も
浸
透
し
て
し
ま
い
、
鹿
部
山
に
隣
接
す
る
鹿
部
田�

渕
遺
跡
や
、
隣
接
す
る
馬
具
埋
納
坑
の
発
見
で
注
目
を
浴
び
る
古
賀
市
谷
山
の
船
原
古

墳（
45
）
な
ど
、
古
賀
市
域
の
重
要
遺
跡
に
つ
い
て
宗
像
地
域
や
宗
像
氏
と
の
関
係
が
十

分
に
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
古
代
史
料
に
依
る
限
り
そ
れ
ら

の
遺
跡
の
地
は
宗
像
郡
に
属
し
て
お
り
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
を
古
代
糟
屋
郡
（
近
世
の
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表
糟
屋
郡
）
と
関
連
づ
け
る
謂
れ
は
な
い
。
宗
像
氏
と
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
深
い
関
係
性

を
考
慮
す
る
と
、
糟
屋
屯
倉
が
献
上
さ
れ
た（
46
）
と
い
う
六
世
紀
以
降
は
特
に
、
糟
屋

地
域
と
宗
像
地
域
と
を
あ
ま
り
対
立
的
に
捉
え
る
必
要
も
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
関
連
性
の
評
価
は
あ
く
ま
で
考
古
学
的
手
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
、

今
後
の
展
開
に
期
待
し
た
い
。

　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
宗
像
郡
に
属
す
る
席
内
郷
の
範
囲
、
席
打
駅
の
位
置
を
前
提
に
、『
万

葉
集
』
に
み
え
る
名
児
山
の
比
定
地
を
現
糟
屋
郡
新
宮
町
の
三
本
松
山
と
考
え
、
古
賀

市
域
の
み
な
ら
ず
新
宮
町
域
ま
で
が
古
代
宗
像
郡
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
推
定
し
た
。

三
号
に
わ
た
っ
た
考
証
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
関
係
す
る
地
名
・
遺
跡
等
を
図
三
に
示

し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
ま
と
め
に
代
え
た
い
。

な
お
も
郷
の
位
置
の
比
定
が
難
し
い
も
の
に
、
秋
・
怡
土
・
海
部
・
辛
家
の
四
郷
が

あ
る
。
図
三
を
み
る
と
、
高
い
農
業
生
産
力
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
釣
川
中
流

域
に
い
く
つ
か
の
郷
が
比
定
さ
れ
そ
う
で
あ
る（
47
）。
ま
た
、
古
賀
市
域
・
新
宮
町
域

に
席
内
以
外
の
郷
の
編
成
が
及
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
海
部
郷

は
、
神
湊
や
鐘
崎
に
比
定
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
沿
岸
部
の
海

人
を
広
く
編
成
し
た
郷
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
は
相
島
な
ど
も
含
ま
れ
る
可
能
性

が
出
て
く
る
。
大
島
・
小
島
郷
と
の
関
係
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

古
代
宗
像
郡
の
郷
名
駅
名
に
関
す
る
考
証
・
考
察
は
、
本
稿
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
の

区
切
り
と
し
た
い
。
勿
論
、
依
然
と
し
て
古
代
宗
像
郡
に
関
し
て
未
解
明
の
点
は
少
な

く
な
い
。
沖
ノ
島
や
宗
像
大
社
と
直
接
は
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
、
そ
れ
を

支
え
た
地
域
や
人
々
に
関
す
る
研
究
が
沖
ノ
島
や
宗
像
大
社
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

に
な
る
と
信
じ
、
今
後
も
探
求
を
続
け
た
い
。

7



図三　古代宗像郡の地形と範囲
※カシミール３Dにより作成（スーパー地形セットおよび国土地理院地図の混合。標高は２倍に強調した表現）
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�（
１
）『
福
岡
県
史
資
料
』
第
六
輯
（
一
九
二
六
年
）
所
収
明
治
十
五
年
字
小
名
調
（
糟
屋
郡
・
宗
像

郡
）。「
ナ
チ
ゴ
ヤ
マ
」
の
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
勝
浦
の
東
の
山
塊
の
最
高
点
（
標

高
一
六
五
メ
ー
ト
ル
）
は
桂
岳
で
、
そ
の
一
つ
南
の
標
高
一
五
六
メ
ー
ト
ル
の
高
ま
り
が
名
児

山
で
あ
る
。

（
２
）『
筑
前
名
所
図
会
』
は
『
続
風
土
記
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。『
筑
陽
記
』
も
田
島
村
に
「
名

児
山
」
の
項
を
立
て
「
名
所
也
。
当
邑
坤
ノ
方
也
。
有
自
村
ヨ
リ
越
道
也
。
昔
ハ
上
方
往
還
筋

ト
也
。」
と
し
て
歌
を
引
く
。『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
で
は
、
田
島
村
に
「
名
古
山
」
の
項

が
あ
り
、「
む
か
し
田
島
村
よ
り
勝
浦
潟
に
こ
ゆ
る
所
を
い
ふ
。
今
ハ
そ
の
北
、
ヲ
ゝ
サ
カ
と

い
ふ
処
を
通
れ
り
。」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
は
「
奴
山
村
」
の

項
に
「
此
村
の
北
東
の
山
を
越
て
片
脇
の
城
山
の
谷
を
通
り
て
田
島
へ
ゆ
く
道
あ
り
。
今
ハ
廃

せ
り
。
是
を
名
護
山
越
と
い
ふ
。
い
に
し
へ
の
官
道
な
り
。
万
葉
集
に
坂
上
郎
女
の
歌
あ
る
は

此
所
な
り
。
当
時
田
島
へ
越
行
所
ハ
勝
浦
村
の
境
内
に
さ
か
ひ
て
い
に
し
へ
の
名
児
山
越
に
は

あ
ら
ず
」
と
あ
る
。

（
３
）
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」（『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
古
代
・
中

世
・
近
世
、
一
九
九
九
年
）。

（
４
）
こ
の
峠
を
越
え
る
道
は
地
元
で
は
「
万
葉
古
道
」
と
も
称
さ
れ
、
筑
紫
豊
『
九
州
万
葉
散
歩
』

（
角
川
書
店
、
一
九
六
二
年
）
や
犬
養
孝
『
万
葉
の
道
』（
下
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
改
訂
新

版
、
初
版
一
九
六
四
年
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
明
確
に
古
道
の
ル
ー
ト
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
５
）
註（
3
）
前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」
は
こ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

本
稿
も
、
そ
れ
が
古
代
に
遡
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
が
、
近
世
の
地
誌
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
古

道
が
存
在
し
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
木
下
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
平
家
物
語
』

巻
八
の
記
述
か
ら
、
宗
像
か
ら
垂
水
峠
を
越
え
て
内
浦
（
遠
賀
郡
岡
垣
町
）
に
至
る
古
い
交
通

路
の
存
在
は
窺
わ
れ
る
。

（
６
）
津
屋
崎
側
の
入
海
は
近
世
に
干
拓
さ
れ
農
地
と
な
っ
た
（『
津
屋
崎
町
史
』
通
史
編
、
一
九
九

九
年
）。
田
島
側
の
入
海
は
古
代
・
中
世
以
降
の
堆
積
と
開
発
に
よ
っ
て
現
在
の
釣
川
と
な
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

（
７
）『
日
本
書
紀
』
巻
一
神
代
上
、
第
六
段
一
書
第
二
。

（
８
）
註（
3
）
前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」。
亀
井
輝
一
郎
「
律
令
時
代
の

宗
像
」（『
津
屋
崎
町
史
』
通
史
編
、
第
四
編
第
二
章
、
一
九
九
九
年
）。
亀
井
氏
は
参
拝
の
た

め
か
海
の
難
所
で
あ
る
鐘
崎
を
避
け
る
た
め
か
の
ど
ち
ら
か
と
し
て
い
る
。

（
９
）
往
路
に
お
い
て
妻
と
と
も
に
見
た
光
景
に
つ
い
て
詠
ん
で
お
り
、
鞆
の
浦
（
広
島
県
福
山
市
）

や
敏
馬
の
崎
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
地
名
が
現
れ
て
い
る
。「
上
道
」
は
全
て
陸
路
に
よ
る
も

の
と
い
う
見
解
も
あ
る
が
（
林
田
正
男
「
旅
人
の
帰
京
行
程
」『
万
葉
集
筑
紫
歌
群
の
研
究
』

桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）、
官
道
と
の
位
置
関
係
か
ら
成
立
し
が
た
い
と

考
え
る
。

（
10
）
日
時
に
つ
い
て
は
「
天
平
二
年
庚
午
冬
十
一
月
大
宰
帥
大
伴
卿
被
レ
任
二
大
納
言
一
〈
兼
レ
帥
如�

レ
旧
〉
上
京
之
時
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
旅
人
が
大
宰
府
を
出
発

し
た
十
二
月
の
こ
と
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
11
）
旅
人
の
帰
京
行
程
に
つ
い
て
は
、
土
屋
文
明
『
旅
人
と
憶
良
』（
創
元
社
、
一
九
四
二
年
）、
宮

本
喜
一
郎
「
大
伴
旅
人
の
帰
京
行
程
」（『
万
葉
』
二
八
、
一
九
五
八
年
）、
註（
9
）
前
掲
林
田

正
男
「
旅
人
の
帰
京
行
程
」、平
山
城
児
「
大
伴
旅
人
の
足
跡
を
た
ど
る
」（
上
代
文
学
会
編
『
万

葉
の
歌
び
と
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
を
参
照
。
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（
12
）
旅
人
の
庶
弟
と
姪
（
甥
）
が
、
大
病
を
患
っ
た
旅
人
に
会
う
た
め
勅
に
よ
っ
て
駅
路
で
大
宰
府

へ
下
向
し
、病
の
平
癒
後
に
帰
京
す
る
際
に
夷
守
駅
に
て
送
別
の
宴
を
行
っ
た
事
例
も
あ
る（
巻

四

－

五
六
六
・
五
六
七
番
）。
夷
守
駅
は
席
打
駅
か
ら
一
駅
大
宰
府
側
の
糟
屋
郡
の
駅
で
あ
る
。

（
13
）
註（
3
）
前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」。

（
14
）『
糟
屋
郡
志
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
、
初
版
一
九
二
四
年
）。

（
15
）
付
近
の
九
州
自
動
車
道
に
か
か
る
跨
線
橋
に
「
名
子
山
跨
道
橋
」
の
名
が
付
い
て
い
る
。
な
お
、

立
花
山
山
系
の
南
麓
に
は
福
岡
市
東
区
名
子
の
地
名
が
あ
る
が
、『
続
風
土
記
』（
巻
十
八
、
糟

屋
郡
表
、
山
田
河
内
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
長
尾
」
が
訛
っ
た
も
の
と
解
し
て
お
く
。

（
16
）『
宗
像
大
社
文
書
』
四
（
宗
像
大
社
、
二
〇
一
五
年
）。
神
宮
寺
で
あ
る
鎮
国
寺
支
院
の
実
相
院

益
心
が
草
稿
を
書
き
、
大
宮
司
氏
貞
の
添
削
を
受
け
て
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
17
）
藤
野
正
人
・
山
崎
龍
雄
「
三
日
月
山
城
砦
群
と
城
ノ
越
山
城
砦
群
の
考
察
」（『
九
州
考
古
学
』

八
九
、
二
〇
一
四
年
）。
な
お
、
児
玉
韞
採
集
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）

に
鞍
手
郡
山
部
村
庄
屋
所
蔵
文
書
と
し
て
「
去
月
十
六
日
立
花
麓
名
子
山
口
動（
働
）之
時
馳
走

矢
疵
之
通
達
上
聞
畢
。
仍
対
興
長
軍
忠
状
被
加
御
判
被
仰
出
之
。
弥
可
為
忠
心
肝
要
之
状
如
件
。

天
文
弐
年
（
一
五
三
三
）
二
月
一
日
〈
判
〉
尾
仲
新
左
衛
門
尉
殿
」
と
あ
り
、『
太
宰
管
内
志
』

（
筑
前
之
十
五
、
宗
像
郡
下
ノ
下
、
名
児
山
）
も
同
文
書
を
写
し
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

（
18
）
註（
3
）
前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」。
筆
者
も
古
代
道
路
の
痕
跡
と

思
し
き
地
形
を
現
地
等
で
確
認
し
、
今
後
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
19
）『
続
風
土
記
』
巻
十
八
、
糟
屋
郡
表
。
伊
野
（
猪
野
）
は
久
山
町
、
香
椎
は
福
岡
市
東
区
で
あ
る
。

（
20
）
西
垣
彰
博
「
福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町
内
橋
坪
見
遺
跡
に
つ
い
て
」（『
国
士
館
考
古
学
』
六
、
二

〇
一
四
年
）。

（
21
）
明
治
十
五
年
の
小
字
調
査
時
お
よ
び
現
在
の
呼
称
が
「
な
ち
ご
や
ま
」
で
あ
る
こ
と
も
気
に
か

か
る
。
当
該
歌
に
お
い
て
は
山
名
が
「
な
ご
や
ま
」
で
な
い
と
「
な
ぐ
さ
め
」
の
掛
け
詞
と
し

て
機
能
し
な
い
。
た
だ
し
、『
続
風
土
記
』
に
は
「
な
ご
」
の
仮
名
が
あ
る
の
で
、
元
々
は
「
な

ご
や
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
と
解
し
て
お
く
。
な
お
、「
児
」
と
「
子
」
と
の
違
い
は
、

音
通
で
意
味
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
問
題
で
は
な
い
。

（
22
）
古
代
の
郷
が
五
十
戸
一
里
（
郷
）
の
原
則
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
た
人
的
編
成
で
あ
る
と
は
言

え
、
郷
に
編
成
さ
れ
た
住
民
の
住
む
範
囲
と
そ
の
生
活
圏
は
一
般
的
に
地
形
に
制
約
さ
れ
た
は

ず
で
あ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
は
郡
堺
や
郷
の
位
置
を
郡
家
か
ら
の
距
離
に
お
い
て
記
し
て

お
り
、
少
な
く
と
も
主
要
な
交
通
路
と
の
関
係
で
郡
の
範
囲
が
ど
の
辺
り
ま
で
か
、
郷
の
中
心

地
（
郷
家
も
し
く
は
郷
長
の
家
か
）
が
ど
の
辺
り
な
の
か
と
い
う
認
識
は
当
時
の
社
会
に
存
在

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）
註（
3
）
前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」。
比
定
地
は
津
丸
駅
想
定
地
の

福
津
市
畦
町
遺
跡
か
ら
も
、
次
の
夷
守
駅
想
定
地
の
粕
屋
町
内
橋
坪
見
遺
跡
（
註（
20
）
前
掲

西
垣
彰
博
「
福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町
内
橋
坪
見
遺
跡
に
つ
い
て
」）
か
ら
も
、
約
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
一
九
四
〇
年
に
浅
島
武
幹
が
編
纂
し
た
『
青
柳
村
誌
』（
古
賀
町
文
化

財
研
究
会
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
字
八
反
田
の
地
に
布
目
を
も
つ
古
瓦
が
散
在
し
、
隣

接
す
る
字
踊
ヶ
浦
は
口
碑
に
よ
る
と
「
往
昔
此
地
ニ
長
者
ア
リ
テ
踊
ノ
場
所
ニ
使
用
セ
シ
所
」

で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
青
柳
川
左
岸
の
低
丘
陵
上
に
位
置
す
る
こ
の
地
は
開
発
に
よ
り
破

壊
さ
れ
、
遺
物
も
保
管
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
内
橋
坪
見
遺
跡
か
ら
は
八
世
紀
前
半
と
そ
れ

に
続
く
八
世
紀
代
に
収
ま
る
時
期
と
の
二
期
の
大
型
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）『
続
風
土
記
』（
巻
十
九
、
糟
屋
郡
裏
、
席
内
）
に
お
い
て
も
席
内
は
「
広
邑
な
り
。
境
内
方
一

里
あ
り
と
云
。
田
野
平
に
、
松
林
ひ
ろ
く
し
て
、
他
邑
に
比
す
れ
ば
甚
異
也
。
和
名
抄
を
考
ふ

る
に
、
席
内
は
宗
像
郡
の
郷
の
名
也
。
む
か
し
は
宗
像
郡
内
な
り
し
に
や
。
古
今
郡
邑
を
わ
か
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つ
事
変
遷
多
し
。
あ
や
し
む
に
た
ら
ず
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）
九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
編
『
鹿
部
山
遺
跡
』（
日
本
住
宅
公
団
福
岡
支
所
、
一
九
七

三
年
）。

（
26
）
西
高
辻
文
書
（『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
十
七
、
五
七
六
頁
）。

（
27
）
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
十
月
二
十
五
日
の
今
川
貞
世
書
下
（
太
宰
府
天
満
宮
文
書
、『
大
宰

府
太
宰
府
天
満
宮
史
料
』
十
二
）
に
も
「
天
満
宮
領
筑
前
国
席
内
院
重
久
名
」
と
あ
る
。

（
28
）
な
お
、
日
本
歴
史
地
名
大
系
四
一
『
福
岡
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
和
名
類
聚
抄
』
の
国
郡
部
に
は
、
筑
前
国
の
郡
名
に
続
い

て
末
尾
に
「
席
内
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
追
記
さ
れ
た
経
緯
・
由
来
等
に
つ
い
て
は
未
詳
で

あ
る
が
、
席
内
の
地
が
元
来
は
宗
像
郡
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）
鹿
部
山
は
も
と
三
つ
の
峯
か
ら
な
り
、
経
筒
が
出
土
し
た
中
の
峯
と
東
の
峯
は
団
地
造
成
に

よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
が
、
現
在
も
西
の
峯
（
標
高
五
九
・
四
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
は
沖
ノ
島
の

島
影
を
確
認
で
き
る
と
い
う
。

（
30
）
こ
の
遺
跡
は
発
見
時
以
来
糟
屋
屯
倉
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、古
代
史
料
上
で
は
、

和
名
抄
の
糟
屋
郡
厨
戸
郷
を
「
し
し
べ
」
と
読
む
説
を
採
ら
な
い
限
り
（
註（
40
）
参
照
）、
こ

の
遺
跡
に
「
糟
屋
」
を
冠
す
る
根
拠
が
な
い
。
厨
戸
郷
と
関
連
づ
け
た
場
合
も
、
経
筒
の
「
席

内
院
父
々
夫
峯
」
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
。

（
31
）『
宗
像
大
社
文
書
』
一
、
八
巻
文
書
第
一
巻
の
九
（
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
、
一
九
九
二
年
）。

（
32
）
新
城
常
三
「
寄
船
・
寄
物
考
」（『
中
世
水
運
史
の
研
究
』
塙
書
房
、一
九
九
四
年
）、桑
田
和
明
「
中

世
の
宗
像
社
と
浦
・
島
」（『
中
世
筑
前
国
宗
像
氏
と
宗
像
社
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
初

出
一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
33
）
小
嶋
篤
「
墓
制
と
領
域
」（『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
三
七
、
二
〇
一
二
年
）。

（
34
）
あ
る
い
は
こ
の
辺
り
を
前
述
の
遠
賀
郡
宗
像
郷
の
比
定
地
に
当
て
る
こ
と
も
可
能
か
と
思
わ
れ

る
が
、
岡
垣
町
吉
木
を
中
心
と
す
る
地
域
に
比
定
さ
れ
て
い
る
垣か

き

前ざ
き

（
和
名
抄
で
は
「
恒
前
」）

郷
と
重
複
す
る
よ
う
で
あ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

（
35
）
註（
3
）
前
掲
木
下
良
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」
は
、『
太
宰
管
内
志
』
が
宗
像

市
河
東
を
か
つ
て
荒
木
村
と
称
し
た
と
紹
介
す
る
の
を
採
っ
た
『
日
本
地
理
志
料
』
説
を
採
る

が
、『
太
宰
管
内
志
』『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
鞍
手
郡
説
も
こ
う
し
た
考
古
学
的
見
地
か
ら
再

注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。
な
お
、
荒
木
郷
は
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
十
一
月
十
七
日
の
造

寺
所
公
文
（『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
文
書
）
第
三
巻
五
九
〇
頁
）
の
「
荒
城
郷
戸
主
宗
形
朝

臣
人
君
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
宗
形
朝
臣
姓
を
も
つ
者
の
居
住
が
知
ら
れ
る
。

（
36
）
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
九
月
二
十
一
日
の
年
紀
を
も
つ
経
筒
に
「
筑
前
国
鞍
手
郡
有
木
里
」

の
銘
が
あ
る
も
の
の
、「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」
に
み
え
る
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
三
月

二
十
日
の
雑
訴
決
断
所
牒
（『
宗
像
大
社
文
書
』
二
、
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
、
一
九
九
九
年
） 

や
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
の
「
宗
像
第
一
宮
御
宝
殿
御
棟
上
置
札
」（
註（
16
）
前
掲
『
宗
像

大
社
文
書
』
四
）
か
ら
「
在
木
（
村
）」
が
宗
像
社
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

小
早
川
時
代
の
指
出
前
之
帳
で
は
上
有
木
村
が
宗
像
郡
に
属
し
、
有
木
村
が
鞍
手
郡
に
属
し
て

い
る
。
註（
28
）
前
掲
日
本
歴
史
地
名
大
系
参
照
。

（
37
）
新
宮
町
教
育
委
員
会
『
相
島
積
石
塚
群
』（
新
宮
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第
一
六
集
、

一
九
九
九
年
）。

（
38
）
井
浦
一
・
森
康
・
石
橋
秀
巳
「
福
岡
県
津
屋
崎
古
墳
群
に
用
い
ら
れ
た
玄
武
岩
石
材
の
供
給

地
」（『
九
州
考
古
学
』
九
〇
、
二
〇
一
五
年
）。
五
世
紀
代
築
造
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
勝
浦

峯
ノ
畑
古
墳
お
よ
び
新
原
・
奴
山
一
号
墳
、
七
世
紀
の
円
墳
で
あ
る
宮
地
嶽
古
墳
お
よ
び
手
光

波
切
不
動
古
墳
へ
の
石
材
供
給
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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（
39
）
古
賀
市
永
浦
古
墳
群
は
鹿
部
山
に
近
接
し
こ
れ
も
既
に
消
滅
し
て
い
る
が
、
石
棺
の
石
材
は
相

島
産
の
オ
パ
サ
イ
ト
玄
武
岩
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
唐
木
田
芳
文
「
永
浦
古
墳
群
に
お
け
る
石

棺
の
玄
武
岩
」
古
賀
市
教
育
委
員
会
『
永
浦
遺
跡
』
古
賀
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
五
集
、

二
〇
〇
四
年
）。
ま
た
相
島
積
石
塚
群
の
群
構
成
が
古
賀
市
千
鳥
古
墳
群
な
ど
に
類
似
す
る
と

の
指
摘
が
あ
る
（
宮
元
香
織
「
相
島
積
石
塚
群
に
つ
い
て
」
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
『
海
の
古

墳
を
考
え
る
』
Ⅰ
（
発
表
要
旨
集
）、
二
〇
一
一
年
）。

（
40
）
香
椎
郷
は
福
岡
市
東
区
の
香
椎
、
志
阿
（
志
珂
）
郷
は
同
志
賀
島
、
柞
原
郷
は
久
山
町
久
原
が

遺
称
地
で
あ
る
。ほ
か
に
池
田
郷
は
東
区
唐
原
・
下
原
付
近（
香
椎
郷
の
北
）、勢
門
郷
は
篠
栗
町
、

敷
梨
郷
は
宇
美
町
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
厨
戸
郷
は
「
し
し
べ
」
と
読
ん
で
古
賀
市
鹿
部
に
当

て
る
説
も
あ
る
が
、
製
塩
・
漁
業
を
生
業
と
す
る
集
落
遺
跡
で
あ
る
福
岡
市
東
区
西
戸
崎
の
海

の
中
道
遺
跡
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
阿
曇
郷
は
福
岡
市
東
区
上
和
白
・
下
和
白
か
ら

新
宮
町
に
か
け
て
の
範
囲
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
阿
曇
氏
が
ま
つ
る
志
賀
海
神
社
の
あ
る
志
賀

島
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
（
以
上
、
註（
28
）
前
掲
日
本
歴
史
地
名
大
系
に
よ
る
）。
大
村
郷

は
不
明
だ
が
、
郡
家
や
駅
家
の
あ
る
粕
屋
町
付
近
の
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
よ
り
、
糟
屋
郡
の

郷
が
本
稿
で
想
定
し
た
宗
像
郡
の
範
囲
に
比
定
さ
れ
る
余
地
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
蓋
然

性
は
高
く
な
い
と
言
え
る
。
渡
辺
正
気
（「
古
代
の
宗
像
」『
歴
史
手
帖
』
一
三

−

九
、
一
九
八

五
年
）
も
、
近
世
以
降
の
糟
屋
郡
は
宗
像
郡
の
倍
近
い
広
さ
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
郷
数
が
少

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
41
）『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
三
月
己
巳
条
、『
令
集
解
』
選
叙
令
同
司
主
典
条
令

釈
所
引
養
老
七
年
（
七
二
三
）
十
一
月
十
六
日
太
政
官
処
分
。

（
42
）『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
三
月
己
巳
条
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
神
宮
司
神
主
祢
宜
事
、
延

暦
十
七
年
（
七
九
八
）
十
月
十
一
日
官
符
。

（
43
）
福
原
栄
太
郎
「
律
令
制
の
展
開
と
宗
像
」（『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
古
代
・
中
世
・
近

世
、
一
九
九
九
年
）。
な
お
、
八
世
紀
末
に
は
そ
の
よ
う
な
制
度
上
の
特
別
扱
い
は
解
消
さ
れ

て
い
く
が
（
加
瀬
直
弥
「
古
代
神
祇
祭
祀
制
度
の
形
成
過
程
と
宗
像
社
」『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
』
一
、
二
〇
一
一
年
）、
宗
像
氏
は
中
央
で
藤
原
北
家
（
摂
関
家
）

と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
な
ど
（
森
公
章
「
王
臣
家
と
郡
司
」『
日
本
歴
史
』
六
五
一
、
二
〇

〇
二
年
）、
す
ぐ
さ
ま
地
元
で
の
勢
威
が
揺
ら
い
だ
と
は
考
え
に
く
い
。

（
44
）
例
え
ば
、
南
北
朝
～
戦
国
期
に
大
内
氏
に
よ
っ
て
赤
間
庄
や
野
坂
庄
が
鞍
手
郡
に
、
西
郷
庄
が

糟
屋
郡
に
編
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
字
筵
内
の
東
、
在
地
領
主
薦
野
氏
の
根
拠
地
と
な
っ
た
古

賀
市
薦
野
の
天
降
神
社
に
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
奉
納
さ
れ
た
梵
鐘
銘
に
、「
筑
前
州
糟

屋
薦
野
村
天
降
天
神
宮
」
と
あ
る
。
註（
28
）
前
掲
日
本
歴
史
地
名
大
系
参
照
。

（
45
）
古
賀
市
教
育
委
員
会
『
国
史
跡
指
定
記
念
企
画
展
「
船
原
古
墳
展
」』（
二
〇
一
六
年
）。
古
墳

は
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
め
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
。

（
46
）『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
二
十
二
年
十
二
月
条
。

（
47
）
註（
3
）前
掲
木
下
良「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」は
、
秋
郷
を
宗
像
市
赤
間
付
近
、

怡
土
郷
を
宗
像
市
名
残
（
小
字
伊
豆
丸
）
付
近
に
比
定
す
る
『
日
本
地
理
志
料
』
の
説
を
紹
介

し
て
い
る
。
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